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イiバエ成虫を粒々の温度で飼育し, 産卵と増満能力が温皮によってどのような好哲をうけるかを

･P .1観疾し,生煎,産卵には 250-298が好適温度であるとの結論をえた.また適温下においても親の

' ageによって産卵や増兄能力は栄えてゆくが,

･ われる.

イエ†ヾエの季節的消長をみると,本邦では春秋に多

く,盛夏には活動が表えるが,冬季でも暖地では繋姫

をくりかえすことがしられている.季節的な増減には

成虫の増雅能力が密接声関係を有すると考えられるが･

･このばあいに環境要因がどのような彫蟹をあたえるか

を究明し,この間の関係をより明らかにすることによ

.って,駆除作業を行う上に合理的な万第をたてること

が可能となるであろう.またイエバ+による病原菌伝

拓という医学的立場から,その伝拓肘掛こ及ぼす列的

､要因についてもこれを究明することは基礎的段階とし

せきわめて重要なことである.

昆虫の生殖産卵に彫蟹をあたえる環境要因のなかや,

温度はその主要なもののひとつセある.昆虫の生殖詑

力に及ぼす温変わ影響に?いては数多くの研究某紙が

あり,その概要はUvarov13Jや WigglesworthlJJに

A:ってしるされているが,イエバエについてみれば現

在なお明らかでない点が多い.受精に彫聾をあたえる

外的要素は,昆虫体内の生殖田宮の発育速度に影響し,

またl成熟卵の座下の機構に宙接彫響するという生理的

に異ったふたつの要因が飽くことを Uvarovは強調

している.

-I-著者は第2報1)においてイエバエの1対飼育につい

て報告しtたが,本報せはこの方法にしたがってイエバl
エを種 の々温度で飼育し,産卵や増兜詑力が温度によ

ってどのような影響をうけるか,また最適温度で飼育

したときに,親の age~によって産卵,増殖誰力がど

のように衰えてゆくかについての実験成約を報告する.

表文にはいるにさきだち,御指導下さった小林桁治

郎博士と大阪市立大学医学部田中英雄教授に対し,ま

■た実験にあたって終始協力して下さった中島貞男氏に

如しあつくお礼を申しあげる.

美 鼓 方 法

実験室で大虫に累代飼育中の,DDTやその他の殺

虫剤に対し砥抗性を_Sたない系統の イエバエ Musca
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これは雌自身の生瀬機能の低下に起因するものと思

domeslz'ca:vicinaMa.cq.で,個体の大きさのできる

だけそろ-''J:ものを実験に用いた･】
実験1.各班温度下における生括能力の彫響- 羽

ー化した成虫はただちに雌雄1対ずつを 15×15×20cm

の金網茄特収容したがi成虫及び幼虫期の飼育方法に

?いては窮2報にのべたとおりである.I;T:'し成虫g2

附としては,2%諜松水と,250以上の実験区では5

%小麦粉糊を約花に浸したものを,200以下ではミル

クをあたえた.産卵の有紐は毎日1回午後の一定時間

!こしらべ,産卵培基または餌に産卵したものについて

産卵数を記録したのち,卵を幼虫培基にうつして夏季

は室温で,その他の時期では2rの恒温で飼育し∴せ

れからえられた蛎,羽化数を雌脚 rlに記録した･突琴

期間中に雄が死亡したと-さには,同一時期に羽化した

個体を,別にstockしてある茄からうつしいれて,常

に1対の状態に保つさうにした･

実験2.親のageと生活能力との関係- 250前後

:で羽化させたイエバエを政雄5対ずつ金網寵に収容'C,

･250の恒温下で雌が全部死亡するまで飼育をつづけた.

成虫の餌には2%薦糖水とミル~クをあたえた.産卵培

基にうみつけた卵は,毎日各離別に幼虫培基にうつし

_て飼育し,それからえられた桶の数を記録した.実験

樹間中に雄が死亡.したときは,同一時卿こ羽化した別

の雄をうつしていれて,常に雌雄同数を保つように'し

た.

.実験3.雄の ageと生殖能力との関係- 羽化後

250において多数の雌雄を況棲きゃ 18日ないし45日
経過した雄をとりだして,新たに羽化せしめた確と1

対の状態で同じ250の恒温IT.飼育して産卵させた.卵

は少量のミルクを浸洪させた折紙の上にのせ,これを

一迫径 4･5cI千のシャーレにいれて250の恒温群中に約

24時間操ったのち,貯化状態を祝祭した.

半歩報告の概琴は昭和32年4月6日 (杭浜),および

昭和33年5月17日 (岐阜)日本術生動物学会大会に
て発表.
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以上の実験は1956年5月から1958年7月にかけて~

行ったものである.

突放結果と考察

150,200,250,290,330,370の各温虻における産

卵JIJTJ期間,産卵放,硫化および羽化欺,確堆比,塔の

生存期f訓ま節1表に示すとおりで,配庇によりかなり

只った結果がえられた.ただし290の実験区を250の

実験区と比較すると,産卵款や蛸 ･羽化款が200の方
-がむしろ大きくなっているが,290以下で小麦粉糊を

あたえて飼育すると,生瀬能力が著しく低下し,産卵
_は甚だ柿であるし,その産卵前期間も著しく長くなる

ために実験に不適当であることがわかった.したがっ

てこのばあいには餌の柏矧ともとずく成統であるから,

.両者の比較はできない･

産卵前期間:200から370までに平均12.2-6.2日

のひらさがあらわれている. これを Hutchison7Jの

.成机と比較すると所要日数がかなり異っており,とく

に高温のばあいには著者の成約の方が長くなっている./
この理由は明らかではないが,1対飼育という条件下

におかれたときは,温度などの環境要因とは全く異な

･る生理的な内的要因が加わってくるのではないかと考

えられる.とくに雌雄の生殖能力が鮎全であるかどう

かが大きく彫響するようであり,佃附こよっては著し

く産卵前期間の長いものもあらわれている.著者が大

虫飼育において経験した産卵前期間と較べて,本尖験

に示された成机はかなり日数が延長されていることが

わかる.したがってこの結果から産卵の低温限界を理

論的に推定することはず舐理であろう.150の実験区に

おいては産卵は全く認められなかったが;確だけをそ

れより高温におくと受相卵をうむ尊f実より考えあわせ

ると,すでに150において交尾が行われており,卵は

軒 24 巻一工

･ある程度成熟している･ものと考えられろ.鼓既産卵温

皮にかんする従来の知見によれば, Larsen and

Tl10mSen9)は 12.20,Feldman-MuhsamBは 140

とし,また小杯R)は150では産卵は柿でその卵は普通

,発育しないと報告し七いることより考えあわせると,

本奴&'による150は産卵温姥の低温限界に近いのでは

ないかと推解され 雌の生姫㌍宮の発育と,卵の座下

の艮隅すなわち産卵行動とでは,低温限界が幾分異る

のではないだろうか.

産卵回数と産卵数 :産卵期間における産卵は,250

から370までに平均3.7-1.8の卵塊をうむが, 29o

の5.4が良市を示し,250の 3.7がこれにつぐ.53'o

以上の高温では生存日数が短かく,産卵回数も少い.

また産卵間隔- (羽化より最終産卵までの経過日数

一産卵前開聞)/(卵塊数-1)は,290甲3･8日が最も

短かく,それより温度が高くなっても低くなってもそ

の間隔日数は長くなる..このように290において良もl
産卵回数が多く,卵の成熟速皮も早いことがわかる.

各個体の毎回の産卵数には,確のageや温度による

差がみられずほぼ一定しており,生存期間中にETi蔓出す

る総卵数は卵塊の数に比例して多くなっている.しか

し330以上の実験区では全く産卵しない佃件が多くな

り,高温による生姫障告が疏著にあらわれている.

増殖能力:各温度で飼育したときに,それが適温で

あっても個陣によっては全く産卵しなかったり,産卵

してもそれが不受桁卵であったりするものが若干あら

われることは免れえない.本実験結果からそれらの割

合が温JA;によってどのようにあらわれたかを芽!2衣に

示した.この表からも明らかなように,330以上の高

配と,/150の低温のばあいにはそれがかなり顕著にあ

らわれている.

1世代間に1確が産卵し,それが発育して羽化した

Table1. NumberofムffspringSperfemalewIleneachpairofflieswas'keptundeftthe

differenttemperatures. ､

兼 Aftereachpairofflieswaskeptunder15oCfor21-44days,femalewaskepta一oneI
undef22oCfor8days.

*★ EachpairofflieswasallowedthC.ovipositionfor33daysafteremergence･
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Table2. Influenceof血etemperatureonthef占rtilizationandtheovipositionoffemaleElieS.

T(顎 p･l e%ue霊 notfs I fT,YiTebe,rap,fs I"-pE h:rcfgegpngaosltrSI冨 ietredOfstpearii;SeIpf…;tic.eenfa霊

次代の成虫の組数を増姫力とするのが普通であるが,

本実験では培基によっては羽化率にかなりの変動がk,

られ 鏑の死亡は培基の矧 こよる彫轡が考えられるの

T̀･,便宜上痢化数をもって増殖力とした･

tイエバエの幼虫培基は発育に比較的不安定な物質よ

一りなり,また幼虫の棲息密度によって虫引ヒ率にある程

度の変動が予想されるので17, 蛸化数からどの程度の

発育率を示しているかを推定することは困難で卒るが,

各実験区の成約を比較すると;増煎率が高温に向って

著しく低下していろことから,一般的な幌向をしるこ

とは可誰であった.すなわち330以上の高温では勾引ヒ

率が非常に小さくなっており,370では.とくに著しい･

成虫の高温における生殖障害について,Youngand

Ploughl･5)はDrosoタhilamelanogasLerを320に保

つと確の50%,雄の96%が生筋不餌になる.･しかしこ

れを240の適温にもどすと,生殖能力は軟投すること

を認め,その原因は高温により不姫になった雄の約虫

が運動性を失うためであるとのべている.150の実験

区においても同様に痢化率は非常に低いが,これは雌

を強制的に産卵させているために高温におけるばあい

とは全く異った彫撃によるものと中るべきであろう･

二雌雄比は150では不明確であるが,他の温度区では

いずれもほほ50%を示している.

12345 12345 12345

Reproductl'vepeTiDd(1unjl=5days)

Figll･ Histogramsshowingthenumberof
eggbatches(a),'thenumberofeggsde-

posited(b)anditspercentagefrequencytO

totalnumberofeggs(C) in ov王position

period at25.C (basedon asinglepair
culture).
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穀の ageによbて産卵や増姫能力はどのように衰

えるか :250における実験成約から産卵期間を5日お

'さに区切らて,どの時期に産卵があったか,またその
時期の総産卵数をしらペ, これをヒストグラムで示し

たのが第1図である.産卵は最初の5日間に平均1.45

回行われ,つづいて0.94,0.50,0.62,0.11回と噺減

している (a).各個体の毎回の産卵数はほぼ一定して

いることはまえにも述べたとおりであるから,-定期

●問(5日毎)内の絃産卵数は卵塊数に比例して漸減して

おり(b),産卵期間における総産卵数の73.4%は最

初の10日間に行われていることを示してい る (C).

Feldman-Mul1Same)は羽化後7日日と13日目に1雌

あたりの平均産卵数にピークがみられ,25⊥30日経過

したものも,20卵をうむことを認め,Gfeenber♂)は

屈 卵期間中の最初の8日間に総卵数の43.4%をうみ,

つづいて 34.9,21.7%と減少すると報告している.

この間において雌の切放能力がどのように表えてゆ

くかについては, 1対飼育による成約では個体による

差が大きく,傾向をつかむことができなかったので,

実験2の方法によってこれをしらべた.産卵期間中5

日間を1期として平均1雌あたりの増殖数を割出して

みると第2図のような結果がえられた.すなわち第1

回目の産卵から最終産卵までに,日数の経過とともに

Ⅷ
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Reproductiveperiod(1unit=5days)

Fig･2･ Numberofpupaeproducedbya

femaleineacI15daysintervalduringher

ovipositionperiod (tested5pairsforeach

group).
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1噸あたりの平均昭勅数は119･9-0･3と軒減してし_?る･

このように親の ageによって産卵やfnHi能力がは
表してゆくのは曜柾のいずれに原因があるのだろうか.

実験3に示す方法にしたがって,雄の生軌能力がどの

くらいの期間もちうるものかを突放した結果は節3表

に示すとおりである.雄の羽化後経過日数は18日から

45日にわたるが/宇2日を托過した飼料こも正茄な交Fi

'が行われていることが認められた.節1回日の産卵が
行われるまで雄が生存していたものについてみれば,

個休に-よって貯化率はかなり只っている.不受t.7卵を

産出した個体も少くないが,これは椛が全く交Td能力
に欠けていたものか,あるいは交信しても受桁しない

ためかは明らかでない.また産卵の行われるまえに柾

が死亡しているばあいでは全く産卵しないか,たとえ

産卵しても産卵前期間は異常に長く,そのほとんどは

不受も守卵であって,まれに受桁してもその貯化率は著

しく低ぐなっている.同様な幌向はHampton61によ

っても認められており,これらは交指がtEi接雌の産卵

を促進させるためのある本質的な刺戟となるらしいと

いうGlase,3,(イエーバエ),Laurinat70,(Drosophila),

Mackerrasll)(LucilL'asen'caゎ)の説と本実験成約と

節 24 巻-I

の問に一脈相通じるものがあるように思われる..

以上の実験結果を絵柄してみ岳と,蛙の交Fi詑力は

かなり長期間にわたって保持されるもので,日数の経

過とともに産卵や増殖能力が衰えてゆくのは環自身の
生放校花の低下に起因す るものと考え られる.

HadornandZel】er5)のD.melanogasLel･について

の実験によれば,oldageにある雌の産卵や掛 ヒ串が

栄えるのは不受耶卵が増加するためと,受朽卵が軒化

するまえに死亡する率が高＼くなるという両方の影響が

伯くためであり,Reiff12)はoldageにあるmelatzo'･

gasEerの卵A!を若令の個体に移植しても好守のあら

われないことから,このような原因は卵n!外のもb)が

形哲するの<･あろうと考えた.雌の生難能力の式太る

ことE,i生殖低能に投雑な変素が加わるためであると考

えられ,卵母細胞の卵式の諮矧 こ厄接関係があると考

えちれているアラタ体から分泌されるホ.ルモンの関
係IJ) をも追及しなくてはならず, こ川ま生理学的な

立場からの研究にまつべきものがある.本織では突験

生態学的な立切から, イエバエの増軒推力がageに

ともなって衰えてゆくことを明らかにし,環境要因と

は別個に増Wi力をcoritrolする要因となりうろものや

Table3. Numberofeggsandlarvaehatchedperfemalewhenanew-emerged

femalewascoupledwithamaleof18-45daysoldl.

EApot･∫Algne3fa芸ale
Lifespanof

ma一e(days)

Numberofeggs(Number10flarvaehatclled)

･stovipositioni2n.aovipositionIStdoviposition

*Numberofeggsdepositedbyonepai一.
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あることを報告する.

ま と め

J
1. イエバエを150,200,2年○,290,330および378

ゐ各温度で飼育し,産卵と増殖碓力に及ぼす温度の形

.撃について観察した･

2. 産卵前期間は200-370において 12･2-6･2日

のひらさを示した･l_150では産卵しなかったが交尾は

可能であり,卵以内の卵は発育が認められたことより,

成熟温度の低温限界附近にあるものと考えられる.

3. 雌は生存期間中に 250-370で 3･7-1･8の卵

塊をうむが,290の5.2が最高を示した･産卵間隔-

(羽化より最終産卵までの経過日数一産卵前期間)/(卵

塊数-1).は 290の3･8日が最も短かく,卵巣円の卵

の発育速度の早いことを示した.各個体の転回の産卵

数には親の ageや温度による差がみられずはば一定

や,総産卵数は卵塊の数に比例して増加している･

4. 増殖率は290において最も高く,330以上にな

ると高温による生殖降雪があらわれて増煎率は低下し,

370ではさらに著しく低下した.

'5. 最適温度条件下においても親の ageによって

産卵や増殖能力は衰えてゆく.雌の生存期間中におけ

る総産卵奴の73.4%は最初の10日に行われる.また

産卵期間における雌の増殖数は,5日を1期とする25

･日間に 119.9-,0.3と漸減の候向を示した.

6.羽化後32日を経過した雄にも正常な交尾が認め

られ,産卵や増殖能力が ageにともなって衰えてゆ

くのは,雌自身の生殖機誰の低下に起因するものと思

われる.
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･ R石島utll占

1∴ In tile present paper, tIle effect of

temperatuTeOntllefecundityofthecommon

housefly,Muscadomesticavicl'naMacq.,was
examined.Tilerearingbysing一e-pairmating

methodJ)was-carriedoutat15,20,25,29,33and

3rC,andadultsWerefedon2percentsucrose

solut王on,addedwi血 5percentsolutionofwheatI
f70urpasteatabove25oorwith dllutedmilk

atbe一ow200.

2. Tilepre･OVipositionperiodswere6.2to

12.2daysundertherangeoftemperaturefrom

20oto378.AlthougIlthematingwasobserved

evenat150,eggswerenotobtained..

3. ThenumberofeggもatcIleSdepositedby

afemaleundertherangeoftemperaturefrom

25oto37owere1.8to･3.7,andtilemaximum

valueof5.2wasat290.Tlleintervalbetween

eac】10Yipositionwasminimum at29owith3.8

days,andthedaysrequiredforeggdevelop･

mentinovariolwereshortestatthistempera-

ture.Thesi2;eOfaneggbatch wasaffected

neitherbyadultlagenorbytemperature,and

thetotalnumberofeggswasincreased in

proportiontonumberofbatcIleS.

4. TllerateOfTepfOductionwasmaximumat

290主butitdecreasedover330.

5. Thefecunditydeclined witlladultage

undertheconditiondfoptimum temperaturi.

73.4percentofthetotalnumberofeggswas

depositedbyafema一ewi仏infirstlOdaysof

･herfePrOductivcperiod(Fig･1･)･
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･6･･Total numberofpupaeproducedbya at32daysafterhisemer苧ence.Itseemsthrat

femalewasgraduallydecreasedfrom l19･9tò thedeclineofrep.roductiondependschieflyon

0.3ineachfivedaysintervalduring25daysof .factorsinfemaleitselfthanthoseofmate,so

he去reprodilCtiveperiold(Fig.2). farastheobservation periodof25days王5

'7. Thematingofma一ewasobservedeven concerned.

DirfcrcnceinEvaluat王mgtheEEfectivenes90facertainCockJ･OaChRepellenthyVariou8

TestingMethods.InsectRepellentsandAttractants.VIII.YasunosukeltEJmA(Takaminc

Laboratory,ーSankyoCo.,Ltd.Yasu二cho,ShigaPref.).ReceivedApr.30,1959.BoLJか

Rhgaku,24,83,1959.

17. 試験方法が忌避剤の効力店の変動に及ぼす影響 忌.避剤･誘引剤について 郡8報

池田安之助 (三共株式会社 前作研究所) 34.4j30 受理

ゴキプ')忌避剤の実用効果を糾定する方法はほとんど見当らない. この実験において,ゴキプ')忠

避剤の効力試験方法が,その効力評価値の変動に大きく彫韓することを知った.

Therehavebeenseveralmethodsdeteminingtheeffectivenessofcockroachrepellents.

Inthepresentwork,itwasreportedtestingmethodsthatindicatehigh efficiencyof

evaluationoftheeffectivenessofa'certaincockroachrepellcnt･ ＼

Inthepresentpaper,theauthorcompares

somemethodsforevaluation'oftheeffectiveness

ofacertaincockroachrepellentinlaboratory,

and discusses.the correlation between the

testingmethodandtheresultobtained.

Theauthorwishestoexpressllisappreciation

to Prof.0. SIl王noda, Osaka University of

LiberalArtsforhiskindguidanceandencour･

agementgiventOhim in thecourseofth占

presentwork. The author is also deeply

indebtedtotheexecutivesofSankyoC0.,Ltd.

fortheirhe7psandkindintentions.

Ahterial

.TIlematerialusedwasadultsoftheAmerican

cockroach,Periz･laneLaamel･icanaLinne,reared

onthe'Oriental'sRatFoodNMC5(Pelletfor

therearingofexperimentalanimals,madeby

orientalYeastManufacturing Co.).Ithad

beenbredfor3yearsinthislaboratory･Intlle

test,adu一troacheswere･selcctedatrandom

withoutregardtosex,and40roaches were

u岳edforeachtest.

∴TIleSamp一etestedintilepresentexperiment

wasMGKrepellentll(2,3,4,5･bis(A空butylene)

tetrallydrofulfural),oneofmecockroachTepeト

1entwidelyusedl,2)･Samplesweredissolvedin

acetoneatarateoflOmgand20mglneach

oflccoftestsolution.

a) EvaluationoftheEffcclivenessof
Cockroach RepellentJJyShelter
AIcthod3,1)

Themethodcmp70yedinthefirsttestisthe

one,whichwererecommendedfortheevalua-

tionofcockroachrepellents3.4). Thecriterion

ofrepellencyisbasedonthehabitofroaches

hidinginshelteredplacesawayfromlight.lThや

roach sheltersconsistofcartonswith entry

holesnearthebase.Inthetests,twoshelters,

Oneofwllich istreatedwitll testmaterial

whiteanotherisuntreated, areplacedinthe

testcagecontaininggivennumberofTOaCIleS.

Thelightforcestheroachestoseekshelter

and to selecttheoneofshelterswhich is

comfortaTbletothem.Ifconcentrationofthe

repellentisenough,theroaclleSWi一lbefound

intheuntrcatedshelter.

Thetestcagesconsistedofcorrugatedcard･

board, 40×30×20cm,witllg一asswindow on

eithersidewalltdallow liglltStreams.The

roach shelters_used､WerelOxlOx8cm.They＼

consistedofcartonswitllllO】escutin large

enoughtoal一owroaches'toenter･In tlleCase

oftest,theentireinnersurfaceofthecartons

Wastreatedwithacetonesolutionofagiven

aLmOuntbfthetestrepellent･A pairoftwo
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